
德田 マスヱ
（とくだ・ますえ）

「弥栄の女性は輝いています！！」

　今回の「地域人」は、JAしまねいわみ中央女性部長、
弥栄地区の民生委員・児童委員として活躍しておられ
る徳田 マスエさんをご紹介します。

　JA女性部は弥栄女性会の組織の中で活動をしていま
したが、平成19年4月からJA女性部弥栄として会を立
ち上げ活動することになりました。私は平成19年3月に
浜田市の職員を退職し、これからは野菜作りなどを学
びたいとJA女性部立ち上げの説明会に参加し、現在の
JAしまねいわみ中央女性部弥栄の部長となり、以来現
職として活動をしています。「人に愛、地域に愛、自然
に愛」を理念として、部員の心豊かな生活作りを目指し、
人と人との絆作り運動を展開しています。JAいわみ中
央女性部は6支部あり、全体で約500人の部員が在籍
しています。多いときで約1000人の部員が在籍してい
ましたが、人口減少もあり徐々に減ってきています。現
在は農業の方でなくても部員として参加できるようにな
りましたので、是非参加していただけたらと思います。
活動拠点は旧JA杵束事業所があった、ふれあいルーム
「よっちゃんさい」です。「よっちゃんさい」は方言で「お
立ち寄り下さい」という意味です。皆さんに気兼ねなく
寄っていただき、話をしていってほしいという思いから
名付けています。ここで特産品の開発も行い、とても
好評いただいている沢庵漬けを完成させることが出来
ました。「石見のかあちゃん漬け」と名付けられた沢庵
は、これから年末にかけて作業が始まりますので、道
の駅や産直市場で見かけたら手にとっていただけたら
幸いです。

　12年間という長い時間を、女性部長としてやってこ
れたのは、ひとえに一緒に手伝っていただいている皆
さんのおかげです。私に出来ることがあればと思い引
き受けた役ですが、「出来ることを　出来る人が　出来
るときに　出来るだけ」で活動してきました。行事に参
加して下さった部員の皆さんの笑顔を見るとやりがいを
感じ、より一層人と人の繋がりを大切にしていかなくて
はと考えています。また、家族の協力も大きな力となっ
ています。70歳までのつもりが、元気なこともあり、
目標を超えて活動できています。趣味は習字です。半
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紙に集中して筆を入れ終えた時は、とても心が安まる
時間となります。グランドゴルフやペタンクにも参加し、
農業に従事する時間以外でも体を動かしています。女
性部長としてどこまで出来るかわかりませんが、次の方
へスムーズにバトンタッチできるように準備も進めてい
きます。

　10月2日に、島根県庁知事室でがん対策募金感謝状
贈呈式があり、部員の皆さんの代表として、JAしまね
いわみ中央地区本部の佐々木本部長と一緒に出席させ
ていただきました。係の方から知事室で感謝状を受け
取る際の並び方の説明がありましたが、緊張してしま
い本来の並びと異なった場所にいたのですが、知事か
ら声をかけていただき、無事に贈呈式を終えることが
できました。私も知事のように、気配り・目配りの出来
る人になりたいと感じた一日となりました。また、数十
年ぶりにお世話になった元浜田保健所の谷口先生に出
会えたことも夢のようでした。

　四人に一人が認知症になると言われています。一人
で悩まずに地域の方達の支えにより住み慣れた地域で
生活できるように今後もサポートしていきたいと思いま
す。私は住み慣れた地域で生涯現役で頑張ります！！

ＮＰＯ法人 てごねっと石見

互いに気遣える地域を目指して
「健康サポーター養成講座」

ヘルスクリエイトチーム

「健康サポーター養成講座」のはじまり
　突然ですが、ご自分が住んでいる市町がほかの市町と
比べてどれくらい健康（不健康）なのか、ご存知でしょう
か。江津市を例にすると、脳血管疾患で亡くなった方の
平均寿命は、男女とも島根県の平均値を下回っています。
この例は平均寿命ですが、健康寿命を伸ばすことは江津
市に限らず、どこのまちでも医療や健康に関する施策や
取り組みを考える上で重要だと思います。
　そこで私たちは、自分や周りの方の健康や様子を気に
かける人が地域の中にさらに増えたら、江津市がさらに
安心して過ごせるまちになるのではないかと期待し、
『健康サポーター養成講座』を、江津駅前にある複合施設
“パレットごうつ”を会場に今年度から開始しました。

インフォーマル※ な社会資源として
　この取組みは、介護予防として健康寿命の延伸・医療
費の削減に、地域包括ケアでいえば介護保険外、いわゆ
る“インフォーマルな社会資源”を充足させるものにな
り得るものだと考えています。
※治体や専門機関など、フォーマル（正式）な制度以外の、家族や友人、
地域住民、ボランティアなどによる、制度に基づかないものを指す

講座の内容ついて
　講座は全9回、3コースで構成されており、参加費は無
料です。講座の構成はコミュニティセンターやサロンの
活動者、世話役の方にヒアリングをした際に出てきた
ニーズに沿って構成を考えました。
　例えば、江津市の中央を流れる江の川について、豪雨
災害に備えて防災に対する取組を手厚くしていきたいと
の声や、市内の他地区のサロンや体操教室等はどういっ
た取り組みをしているのか、是非情報交換し合いたいと
いう声、等といったものです。

　3コースの構成は、『なりやすい疾病』『地域福祉』『防
災時の健康福祉』です。
　『なりやすい疾病』では、夏場の講座は脱水対策を学ん
だり、『地域福祉』では高齢者の集いの場（サロン）を運営

している人を江津市外からお招きして取り組みの工夫など
を学んだりしました。『防災時の健康福祉』は近年多発して
いる災害に備えるために、様々な観点から学ぶ予定です。
　この全9回のうち3回は市の出前講座を活用させてい
ただいています。講師には市健康医療対策課の保健師の
ほかに、済生会江津総合病院の看護師や理学療法士、地
域の処方箋薬局の薬剤師など、各方面から協力いただき
ました。サロン運営の回は、浜田市と邑南町のサロン運
営の実践者の方にお話いただきました。

企業の方にも活用していただきたい
　今までこの講座には、高齢者やコミュニティセンター
やサロンの活動者や世話役の方の他に、保険会社の社員
研修としてもご参加いただきました。
　日頃、地域福祉や防災、自治について取り組まれてい
る方はもちろんのこと、職業柄家庭を訪問される職業の
方、また近年では健康経営という言葉も出てきて、企業
も社員の健康管理を経営的に考えて実践することが国か
らも推奨されていますので、企業の方にも是非活用して
いただければ喜びます。

健康サポーター養成講座の様子
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